
 

 

 

 

  

              「令和7年度が終了します」 
                                   校長 荻原 隆行 

 日々暖かい日が増え、桜の花もかなり開花が進みました。早いもので、令和８年の年明けから３か月がたち、

間もなく令和７年度が終わろうとしています。本校では、この冬、インフルエンザ蔓延が数回にかけて起こり、

ここ数年ではなかった学級・学年閉鎖を行いましたが、教育計画に基づいた授業や行事は、ほぼ順調に進めるこ

とができました。また、おはようコミュニケーション（おはコミ）やクリーンデーへの参加など地域活動推進や

中学生による小学生への走法指導、生徒会児童会交流、小学校での職場体験など小中一貫教育の推進にも努める

ことができました。詳しくは「令和７年度八王子市立南大沢中学校の学校評価（自己評価）について」を裏面に

掲載いたしましたので、そちらをご覧いただければと思います。 

 さて、先日の卒業式では、第４３代卒業生３８名が本校から無事、巣立っていきました。この卒業生たちは、

入学時から単級学年であったため、まさに苦楽を共にした３年間で、何をやるにも気心の知れた同じメンバーで

取り組むことができる面や逆に人間関係が固定化されてしまい、新たなことに挑戦しにくかった面など、様々な

思いがあった中学校生活だったと思います。そんな卒業生たち全員に、この先素晴らしい未来が訪れることを願

い、卒業式において式辞を贈りました。以下に抜粋を掲載いたしましたのでお読みいただければ幸いです。 

 最後になりましたが、保護者の皆様、地域の皆様にはこの１年間、本校の教育活動に多大なご理解とご協力を

賜りましたことをあらためて感謝申しあげます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【卒業式校長式辞（抜粋）】 

この３年間は皆さんにとってどのような３年間だったのでしょうか。授業やクラスでの何気ない時間、行事、部活動

など思い出はいっぱいあることでしょう。山あり谷あり、成功したこともあれば失敗したこともあったことでしょう。

私は皆さんと同時期にこの南大沢中学校へ着任したので、ある意味皆さんと同窓生です。ですから、この３年間、一緒

にいろいろな経験をしながらたくさんのことを学び、共に成長して今日の日を迎えた気がしてなりません。入学時、

小さくてまだ幼さが残っていた皆さんが、本日、威風堂々と卒業証書を受け取る姿を見て、感動もひとしおです。 

さて、私が皆さんと共に学校生活を送る中で、特に印象に残っているのは、３年生になって迎えた体育祭と合唱祭

です。３年生は最高学年として、常に後輩達の先頭に立って、リードしなければならない立場にありました。そのよう

なプレッシャーがかかる中、皆さんは、少ない人数ながらどちらの行事にも学級みんなで協力し、素晴らしいリーダ

ーシップと最高学年としての意地を見せてくれました。 

体育祭では情熱をもって競技に取り組み、特に大縄跳びでは、団結して１００回以上を跳ぶという息の合わせようで、

最高学年としての凄さを見せてくれました。赤団青団に分かれての応援合戦では、お互いを鼓舞するエールの掛け合

いや息の合ったダンスを通して、学年を超えた心の繋がりを示すとともに、南大沢中の全校生徒が一心同体となった

素晴らしい瞬間をつくってくれました。本当に、３年生のリーダーシップのおかげで、体育祭が大成功となったのだと

思います。     

合唱祭では、１学級しかないハンデもありながら、例年の３年生に引けを取らない素晴らしい学年合唱をつくり上

げ、その歌う姿勢で立派に後輩をリードしてくれました。さらに、「南大沢中学校に入学して合唱をやりたい」「あんな

感動的な合唱を中学３年生でできるようになりたい」など、参観した小学校６年生から感想をもらい、在校生だけで

なく、次年度入学してくる未来の後輩にまで良い影響を及ぼしていた皆さんの力には、心から感服いたしました。 

今日から新たなステージへ一歩踏み出す皆さんの前には無限の可能性が広がっています。この卒業という節目に

あたり、巣立っていく皆さんに２つのことをお話ししたいと思います。 

１つは、この先にある新たな出会いを大切にすることです。「一期一会」という言葉があります。昨年、５月の離任式

の際、皆さんにお話しした言葉です。 
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1年横浜校外学習       １年キャリア教育          １年百人一首           １年球技大会 

 

 

 

 

 

 

2年STEAM教育           2年日本橋校外学習          2年学年レクリエーション        2年謎解き街巡り   

祝 南中生の活躍                 
第６５回 東京都中学校書き初め紙上展 
1学年 金賞２名・2学年 金賞３名・3学年 金賞３名 

「人と出会うこの時間は、一生に一度しかないと考え、誠意を尽くして相手と接しなさい」という意味があります。

また、何度も会う人に対しても、常に今回が最後かもしれないと考え、その時を大切にしなさい、という教えでもあり

ます。新たな出会いを大切にし、思いやりと感謝の気持ちをもって接してください。出会う人を大切にするからこそ、

その出会いがきっかけで新しい道も拓けるものです。誰かと出会ったことで考え方が変わったり、更なる人との繋

がりもできたりします。人間、自分一人では、できることに限界があります。しかし、人と力を合わせると、不思議なこ

とに、不可能だと思われたことも可能になったり、夢が現実になったりしていくものです。ぜひ、これからも出会う人

を大切にして、自分の可能性を広げていってください。 

もう１つは、どんな時も自分を信じて前に進もうということです。これから先、それぞれの道を進んでいくと、途中

のどこかで、壁にぶつかることがあるかもしれません。その時、それを乗り越えて進むのか、迂回するのか、引き返す

のか決めなければなりません。どうしても進みたい道ならば、進むことに挑戦し続けてください。また、道が分かれ

ていることもあります。選択肢は、２つ以上あるかもしれません。その時は、自分が積んできた経験を踏まえ、思い切

り悩んで決めればよいのです。そして、決めて進んだ先の結果を、受け入れてください。その結果は、うまくいったと

なるかもしれません。もしかしたら失敗したと感じ、落ち込むことになるのかもしれません。しかし、それはあくま

で、その時の結果にすぎません。大事なのは、その結果が出た時が、次の道への新たな出発点だということです。皆

さんは、その選択を繰り返し、それぞれの人生を生きていくのです。過去は変えることができませんが、未来は自分

次第でどうにでも変えていけるのです。前を向いて、その時その時に、自分を信じて最善を尽くしてみてください。 

皆さんがこれから進んでいく時代は、将来の予測が難しく、絶え間のない技術革新や価値観の多様化、少子高齢

化、環境問題など様々な課題に直面しています。そんな時代だからこそ、これからのよい出会いの中で互いを理解

し、自らの持ち味を発揮しながら、自分の道を進んでいく心構えが大切だと思い、２つのことをお話ししました。      

（後略） 

 


